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　障害学によって、障害者はマイノリティとい
う立場を自称するようになった。障害学がマイ
ノリティのための学問だとすれば、心理学はマ
イノリティに対する学問であったのかもしれな
い。障害学と心理学は、それぞれ異なる歴史、
方法、立場をもつ。本書は、そうした2つの学
問がお互いの接点を探るという、意欲的な一冊
だ。両編者は、障害学の中心地のひとつ、イギ
リスの研究者である。
　内容は、障害学の解放の理論と、心理学の実
践の理論を集めたものである。実際は、発展が
著しい障害学の立場から、心理学の不徹底な部
分に対して、提言を促すものになっている。そ
れゆえ、心理学に携わる人に障害学（特に社会
モデル）を紹介するという色彩が強い。
　著者は序章において、心理学が障害学になら
って反省すべき点を、3つあげている。第一に、
心理学が医学モデルで障害を見てきたという点。
第二に、反差別立法に照らし合わせて、心理学
を再考すべきときだという点。第三に、心理学
は、障害をもつ心理学者の貢献を無視し続けて
きたという点。第二の点はイギリスの特殊事情
であろうが、残りの指摘は、肯綮（こうけい）
に中（あた）っていると感じた。障害に携わる
心理学は、これまで、障害者を健常者社会に適
応させるようにアプローチしてきた。畢竟、心
理学は、健常者社会のための学問になっていた
のではないか。
　本書は二部構成からなる。第一部は、幼児か
ら成年に至るまでの「無力化」の過程を紹介し
ている。第二部では、障害学の視点をもった心
理学のアプローチを模索する。第一部が、「標
準からの偏差によってではなく、社会制度化さ
れた排除と遭遇の形で、概念化を試みている」
ならば、第二部は、「障害者に対するのではな
く、障害者とともに働く形で、無力化を変更す
ることに挑戦している」点に特徴があろう。
　本書の提言のいくらかは、すでに実践されて
いる。例えば、インペアメントをもつ子どもに
対し、専門的な知識をもつサポートワーカーが
個別的な支援を行うことなどは、日本において
も一般的になりつつある。ヴィゴツキーの発達
の最近接領域は、この分野における心理学の重
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要な貢献といえよう。しかし、このような実践
は、障害学を意図したわけではなく、当該コミ
ュニティに属する担当者個人の発想と助力に強
く頼っている。もしサポートワーカーが病気に
なれば、インペアメントをもつ子どもは、登校
できなくなってしまうのだろうか。
　ここに、インペアメントをもつ子どもが無力
化され、排除される構造がある。障害学的な発
想に立てば、制度を改善する必要性に気づかざ
るをえない。社会モデルからのこうした指摘は、
医学モデルの見地に立ってきた者にとっては、
いささか厳しいものに映る。しかしそのぶん、
瞠目に値するであろう。
　本書では、教育現場だけでなく、幼児や高齢
者における無力化のシステムや、インペアメン
トをもつ心理学者の考察など、心理学を学び手
にとって魅力的なトピックが多い。本書におい
ては、社会モデルの視座を全面にうち出してい
るが、もちろん、過剰に評価するわけではない。
社会モデルへの偏重によって、インペアメント
自体が看過される可能性もある。
　障害学は、社会学的なアプローチで発展を続
けてきた。それは社会制度に問題意識をもち、
人の外側に重点を置いていたことを意味する。
一方、心理学は、常に人の内面を探求しつづけ
る。障害者の福祉の発展には、何が必要なのだ
ろう。心理学の蓄積と内面に目を向けるセンス
は、実際に必要であるし、有用だろう。それと
同時に、社会モデルの視座を得た心理学には、
新たな可能性を感じさせる。学ぶべきことは多
い。本書をそのひとつの亀鑑としたい。
